
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  4,916  △2.2  789  △18.3  729  △17.6  361  △30.7

22年３月期第１四半期  5,024  △4.6  966  6.4  885  4.7  521  4.6

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  6  57        －

22年３月期第１四半期  9  48        －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  63,362  23,911  37.7  434  74

22年３月期  64,109  23,895  37.3  434  42

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 23,911百万円 22年３月期 23,895百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        2 50 －      2 50  5  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  2 50 －      2 50  5  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  9,995  △0.0  1,375  △18.4  1,214  △20.8  701  △24.5  12  76

通期  19,923  0.4  2,424  △8.6  2,221  △13.6  1,332  △13.8  24  23



４．その他（詳細は、［添付資料］３ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点

において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

   

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項

については、［添付資料］３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性

的情報」をご覧ください。 

    

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 55,116,142株 22年３月期 55,116,142株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 114,639株 22年３月期 112,062株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 55,002,381株 22年３月期１Ｑ 55,011,365株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費や民間設備投資に持ち直しの動きが見られるもの

の、雇用情勢については失業率が高水準にあるなど、景気は依然として厳しい状況のまま推移いたしました。 

 このような状況のもとで、当社グループでは安全管理体制のさらなる充実、コンプライアンス及びリスク管理の

徹底を根幹とし、引き続き全事業において積極的な営業活動を展開することにより経営基盤の強化並びに効率化に

努めました。さらに、お客様第一主義による「ＢＭＫ（ベストマナー向上）推進運動」に継続して取り組み、より

良質なサービスを提供すべく精励しております。 

 その結果、営業収益は4,916百万円 (前年同期比2.2％減 108百万円)、営業利益は789百万円 (前年同期比

18.3％減 177百万円)、経常利益は729百万円 (前年同期比17.6％減 155百万円)、四半期純利益は361百万円(前

年同期比30.7％減 160百万円)となりました。 

 これをセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

運輸業 

 鉄道事業では、三咲駅ほか４駅にエレベーター・多機能トイレ等の設置に着手しましたのをはじめ、車両１

編成のバリアフリー化工事を実施しました。 

 旅客サービスにかかる一層の向上策として、車両２編成に自動放送装置を設置いたしました。 

 鎌ケ谷市内の連続立体交差化工事につきましては、引き続き早期完成を目指し工事をすすめております。 

 営業面につきましては、沿線健康ハイキング及びスタンプラリーを実施したのをはじめ、行楽施設の前売券

や企画乗車券の発売等を行い旅客誘致並びに増収対策に努めました。 

 バス事業の一般乗合輸送につきましては、バリアフリー化を図るため対応車両への代替を６両実施し、これ

により中型・大型車両の低床化が完了いたしました。 

 営業面につきましては、旅客誘致並びに増収に向けた継続施策として特殊割引定期券を各種発売いたしまし

た。また、ＩＣカード乗車券の一層の普及を目指すため、平成２２年４月１日より割引率の拡大を実施いたし

ました。 

 以上の結果、営業収益は3,918百万円(前年同期比2.4％減 96百万円)、営業利益は修繕費等が増加したことも

あり376百万円(前年同期比33.8％減 192百万円)となりました。 

不動産業 

 不動産分譲業では、佐倉市西志津土地１，２８３㎡の宅地分譲販売を開始いたしました。 

 不動産賃貸業では、空室へのテナント誘致を積極的に行い物件稼働率の向上に努めましたほか賃貸施設の保

全工事を行いました。 

 以上の結果、営業収益は790百万円(前年同期比0.1％増 0.8百万円)、営業利益は405百万円(前年同期比4.8％

増 18百万円)となりました。 

   

その他 

 駅売店業等では、飲料自販機の増設に取り組みましたほか駅臨時売店の拡充に努めましたが、売上の減少傾

向に歯止めがかからず、厳しい経営環境の中での営業活動となりました。 

 以上の結果、営業収益は249百万円(前年同期比1.4％減 ３百万円)、営業利益は１百万円(前年同期比66.1％

減 ２百万円)となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、繰延税金資産、建設仮勘定の増加等がありましたものの、減価

償却による減少、投資有価証券の減少等により前連結会計年度末に比べ747百万円（前期比1.2％減）減少し、

63,362百万円となりました。 

 負債は、前受金、短期借入金の増加等がありましたものの、未払金、長期借入金の減少等により、前連結会計年

度末に比べ763百万円（前期比1.9％減）減少し、39,451百万円となりました。 

 純資産は、その他有価証券評価差額金等の減少がありましたものの、利益剰余金の増加により前連結会計年度末

に比べ16百万円（前期比0.1％増）増加し、23,911百万円となりました。 

  

キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第１四半期連結会計期

間末に比べ438百万円(前年同期比 15.4％増)増加し、当第１四半期連結会計期間末は3,287百万円となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は1,193百万円(前年同期比 20.5％減)となりました。  

 これは主に税金等調整前四半期純利益638百万円及び減価償却費834百万円が計上されたこと等によるものであり

ます。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は1,697百万円(前年同期比 36.0％減)となりました。 

 これは主に工事負担金等受入による収入が1,566百万円あったものの、有形固定資産の取得による支出が3,216百

万円あったこと等によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は503百万円(前年同期比 58.5％減)となりました。 

 これは主に長期借入金の返済による支出が879百万円及び配当金の支払額が115百万円あったものの、短期借入金

の増加が1,500百万円あったこと等によるものであります。 

   

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第１四半期の業績は概ね順調に推移しており、平成22年５月10日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及

び通期の連結業績予想に変更はございません。    

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 簡便な会計処理 

  固定資産の減価償却費の算定方法  

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

２．その他の情報
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（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

  当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月

31日）を適用しております。 

  これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ2,206千円、税金等調整前四半期純利益は、93,873千円減

少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は113,659千円であります。 

    

・表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）

の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示してお

ります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,287,994 3,288,278

売掛金 891,248 907,472

商品及び製品 31,738 42,257

分譲土地建物 3,111,978 3,111,978

原材料及び貯蔵品 236,101 230,238

繰延税金資産 386,172 251,986

その他 145,871 310,392

流動資産合計 8,091,104 8,142,604

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 21,628,292 21,945,029

機械装置及び運搬具（純額） 5,108,622 5,245,147

土地 9,317,759 9,317,759

建設仮勘定 13,384,600 13,215,662

その他（純額） 1,243,738 1,374,711

有形固定資産合計 50,683,012 51,098,310

無形固定資産   

その他 316,466 336,880

無形固定資産合計 316,466 336,880

投資その他の資産   

投資有価証券 3,620,362 4,025,682

繰延税金資産 383,046 211,071

その他 268,661 295,313

投資その他の資産合計 4,272,070 4,532,067

固定資産合計 55,271,549 55,967,258

資産合計 63,362,654 64,109,863

負債の部   

流動負債   

買掛金 584,653 945,065

短期借入金 5,374,505 4,204,605

未払金 295,129 3,166,708

未払法人税等 452,404 585,267

前受金 11,731,259 10,319,836

賞与引当金 738,830 439,149

役員賞与引当金 － 19,325

その他 2,519,981 2,432,069

流動負債合計 21,696,764 22,112,027
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

長期借入金 12,589,980 13,139,230

退職給付引当金 2,461,387 2,371,079

その他 2,703,020 2,592,492

固定負債合計 17,754,387 18,102,802

負債合計 39,451,152 40,214,829

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,935,940 5,935,940

資本剰余金 4,774,574 4,774,574

利益剰余金 12,295,111 12,071,192

自己株式 △43,435 △42,510

株主資本合計 22,962,190 22,739,196

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 949,312 1,155,836

評価・換算差額等合計 949,312 1,155,836

純資産合計 23,911,502 23,895,033

負債純資産合計 63,362,654 64,109,863
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業収益 5,024,079 4,916,061

営業費   

運輸業等営業費及び売上原価 3,741,168 3,817,286

販売費及び一般管理費 316,229 309,125

営業費合計 4,057,398 4,126,412

営業利益 966,681 789,649

営業外収益   

受取利息 115 77

受取配当金 35,591 30,592

その他 9,756 10,496

営業外収益合計 45,463 41,165

営業外費用   

支払利息 103,004 95,941

持分法による投資損失 17,545 3,737

その他 5,887 1,154

営業外費用合計 126,437 100,833

経常利益 885,706 729,982

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 91,666

特別損失合計 － 91,666

税金等調整前四半期純利益 885,706 638,315

法人税、住民税及び事業税 513,013 468,880

法人税等調整額 △148,884 △191,993

法人税等合計 364,128 276,886

少数株主損益調整前四半期純利益 － 361,429

四半期純利益 521,578 361,429
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 885,706 638,315

減価償却費 820,431 834,162

持分法による投資損益（△は益） 17,545 3,737

賞与引当金の増減額（△は減少） 338,274 299,681

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,300 △19,325

退職給付引当金の増減額（△は減少） △36,168 90,307

受取利息及び受取配当金 △35,706 △30,669

支払利息 103,004 95,941

有形固定資産売却損益（△は益） － △1,336

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 91,666

固定資産除却損 620 4,111

売上債権の増減額（△は増加） 96,922 95,547

たな卸資産の増減額（△は増加） △21,326 4,656

未収消費税等の増減額（△は増加） 46,273 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） 18,045 △15,464

前払年金費用の増減額（△は増加） 43,299 24,151

仕入債務の増減額（△は減少） △602,410 △322,418

未払消費税等の増減額（△は減少） 167,784 △34,761

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △4,363 14,596

その他 178,339 △23,636

小計 1,998,971 1,749,264

利息及び配当金の受取額 56,597 111,591

利息の支払額 △110,352 △96,018

法人税等の支払額 △443,661 △571,228

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,501,554 1,193,609

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △4,306,392 △3,216,585

有形固定資産の売却による収入 1,688 3,670

無形固定資産の取得による支出 △58,284 △47,776

投資有価証券の売却による収入 27,445 －

工事負担金等受入による収入 1,684,979 1,566,164

その他 △15 △3,046

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,650,579 △1,697,573
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 400,000 1,500,000

長期借入れによる収入 1,800,000 －

長期借入金の返済による支出 △869,450 △879,350

自己株式の取得による支出 △634 △925

配当金の支払額 △115,351 △115,689

その他 △113 △355

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,214,449 503,679

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 65,425 △284

現金及び現金同等物の期首残高 2,783,947 3,288,278

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,849,372 3,287,994
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 該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

  

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

〔海外売上高〕 

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
運輸業 
（千円） 

不動産業
（千円） 

その他の事
業 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社 
（千円） 

連結
（千円） 

営業収益                                    

(1）外部顧客に対する営業収

益 
 4,015,074  777,138  231,866  5,024,079  －  5,024,079

(2）セグメント間の内部営業

収益又は振替高 
 135  12,723  20,677  33,536 (33,536)  －

計  4,015,209  789,862  252,544  5,057,616 (33,536)  5,024,079

営業利益  568,859  386,489  3,423  958,772 (△7,908)  966,681
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当社の取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

当社グループは、サービス別のセグメントから構成されており、「運輸業」及び「不動産業」の２つを報告

セグメントとしております。 

「運輸業」は鉄道、バスの営業を行っております。また、「不動産業」は土地、建物の販売、賃貸等を行っ

ております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駅売店業等であります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

   

  

 該当事項はありません。  

  

  

（単位：千円）

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

合計
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

運輸業 不動産業 計

営業収益               

外部顧客への営

業収益 
 3,918,551  774,817  4,693,369  222,692  4,916,061  －  4,916,061

セグメント間の
内部営業収益又
は振替高 

 135  15,909  16,044  26,332  42,377  △42,377  －

計  3,918,686  790,727  4,709,414  249,024  4,958,438  △42,377  4,916,061

セグメント利益  376,332  405,049  781,381  1,158  782,539  7,109  789,649

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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